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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　
今
年
の
元
旦
は
晴
れ
や
か
で
、
旭
が
森
か
ら
迎
え
る
初
日
の
出
も
美
し
く
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

ふ
さ
わ
し
い
情
景
を
山
上
に
顕
し
ま
し
た
。
新
年
に
あ
た
り
、
世
界
の
平
和
と
安
泰
を
祈
り
、
合
わ
せ

て
皆
様
の
平
安
と
盛
運
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
清
澄
寺
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
本
院
の
改
築
工
事
を
平
成
27
年
10
月
27
日
、

宗
祖
報
恩
御
会
式
の
吉
日
に
地
鎮
式
を
挙
げ
、
昨
年
、
３
月
12
日
に
上
棟
式
を
奉
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
工
事
も
順
調
に
進
捗
し
、
し
ば
ら
く
は
再
興
の
極
音
が
山
内
に
こ
だ
ま
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、

本
年
３
月
末
に
は
新
装
な
っ
た
本
院
が
完
成
し
、
山
内
の
景
観
も
一
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
道
程
に
は
困
難
も
多
く
、
立
教
開
宗
の
霊
山
と
し
て
の
旧
観
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
重
大
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
入
っ
た
次
第
で
す
。

　
幸
い
に
も
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
の
厚
い
ご
威
光
の
も
と
、
各
方
面
の
皆
様
方
か
ら
有
形
無
形
の
絶
大

な
る
ご
支
援
を
賜
わ
り
、
復
興
事
業
の
達
成
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
立
派
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
こ
に
佛
恩
報
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
て
甚
深
な
る
感
謝
の
意
を

表
す
次
第
で
す
。

　
本
年
は
酉
年
で
、
大
空
に
高
く
羽
ば
た
く
年
と
申
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
相
応
し
い
一
年
に
な
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
熊
本
地
震
と
糸
魚
川
大
火
に
み
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
ま
る
で
日
蓮
大

聖
人
の
『
立
正
安
国
論
』
の
予
言
を
眼
前
に
す
る
よ
う
な
、天
災
人
災
が
次
々
と
起
こ
っ
た
一
年
で
し
た
。

　
世
界
の
不
安
な
状
況
は
、
な
お
も
続
き
、
今
年
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
解
決
し
そ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
時
も
早
く
平
穏
な
世
界
が
訪
れ
る
よ
う
、
万
物
が
毎
日
を
平
安
に
送
れ
ま
す
よ
う
に
、

清
澄
山
上
か
ら
お
題
目
と
と
も
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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澄
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代
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無
妙
法
蓮
華
経
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本
院
改
築
の
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
建
物
本
体
が

完
成
し
、
建
物
内
の
調
度

品
や
外
周
り
の
工
事
等
も

本
格
化
し
て
お
り
、
本
年

３
月
末
の
完
成
に
向
け
て

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
本
院
落
慶
奉
告
式
が
、

４
月
27
日
午
後
１
時
よ

り
、
第
七
六
五
回
立
教
開

宗
会
に
併
せ
て
内
野
日
総

管
長
猊
下
御
親
修
に
よ
り

奉
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
へ

の
お
披
露
目
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
お
陰
様
に
て
、
浄
財
も

皆
様
の
お
力
を
得
て
集

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
更
な
る
御
支
援
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

建物本体が完成した本院建物本体が完成した本院

１階ホール１階ホール

本
院
改
築

第765回立教開宗会並
　　　本院落慶奉告式

4月27日 午後1時より

日蓮宗管長内野日総猊下 御親修



⑶ き　よ　す　み 第６６０号平成２9年２月１５日（隔月１回１５日発行）

　
午
後
４
時
よ
り
、
宮
崎
執
事

長
導
師
の
も
と
山
務
員
と
共

に
、
一
年
間
の
日
蓮
大
聖
人
・

虚
空
蔵
菩
薩
に
対
す
る
報
恩
感

謝
の
読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
を
成
満
し

た
大
森
執
事
を
導
師
に
林
・
亀

井
・
荻
野
山
務
員
、
ま
た
法
助

に
来
ら
れ
た
清
水
師
の
計
５
人

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
行
式
終
了
の
後
、
鐘
楼
堂

に
て
第
一
鐘
を
二
宮
別
當
、
続

い
て
長
谷
川
孝
夫
鴨
川
市
長
、

吉
田
裕
迪
鴨
川
市
消
防
団
長
、

参
籠
者
、一
般
の
方
々
と
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
煩
悩
を
打
ち
消
す

様
に
、
心
を
込
め
て
椎
鐘
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　
新
年
最
初
の
御
利
益
を
頂
こ

う
と
、
堂
内
に
は
入
り
き
れ
な

い
程
の
参
詣
者
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　
又
、
全
国
の
檀
信
徒
様
か
ら

申
し
込
ま
れ
た
お
札
は
、
御
宝

前
に
奉
安
さ
れ
平
成
29
年
の
年

中
安
泰
を
祈
り
、
祈
願
の
読
み

上
げ
が
な
さ
れ
、
宮
崎
執
事
長

導
師
の
も
と
参
列
者
へ
加
持
祈

祷
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
旭
が
森
に
お
い
て
、
南
無
妙

法
蓮
華
経
と
お
題
目
を
唱
え
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
御

来
光
を
待
ち
ま
し
た
。
本
年
は

水
平
線
が
雲
に
覆
わ
れ
、
予
定

の
日
の
出
時
刻
よ
り
も
遅
れ
ま

し
た
が
、
御
来
光
を
拝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
年
の
吉
辰
を
迎
え
、
仏
祖

三
宝
諸
天
善
神
に
、
新
し
い
一

年
の
安
泰
を
祈
願
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
が
、元
旦
祝
祷
会
で
す
。

　
清
澄
寺
で
は
、
１
日
か
ら
７

日
ま
で
新
春
特
別
祈
祷
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
連
日
天
候
も
良

く
、多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
、

境
内
に
は
読
経
の
声
と
木
剱
の

妙
音
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

年
末
〜
お
正
月 
年
末
〜
お
正
月 
年
末
〜
お
正
月 

大
晦
日 
報
恩
経

大
晦
日 
報
恩
経

除
夜
の
鐘

除
夜
の
鐘

新
春
一
番
祈
祷

新
春
一
番
祈
祷

暁
天
法
要

暁
天
法
要

元
旦
祝
祷
会

元
旦
祝
祷
会

水
　
行
　
式

水
　
行
　
式

長谷川孝夫市長長谷川孝夫市長 二宮別當による第一鐘二宮別當による第一鐘

新春一番祈祷の様子新春一番祈祷の様子

新年の挨拶をされる二宮別當新年の挨拶をされる二宮別當
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正
月
気
分
も
抜
け
き
ら
な
い

一
月
の
半
ば
に
は
準
備
を
す
す

め
る
節
分
会
。

　
本
年
は
正
月
同
様
に
、
穏
や

か
な
天
候
で
し
た
。

　
清
澄
寺
独
自
の「
悟
覚
大
桝
」

の
飾
ら
れ
た
摩
尼
殿
で
は
、
早

朝
よ
り
修
法
師
に
よ
る
様
々
な

祈
願
の
成
就
を
願
っ
た
加
持
祈

祷
が
行
わ
れ
、境
内
に
は
読
経
・

修
法
木
剱
の
妙
音
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　
午
前
11
時
、
研
修
会
館
前
か

ら
本
堂
ま
で
お
練
り
行
列
が
執

り
行
わ
れ
、
到
着
後
二
宮
別
當

大
導
師
の
も
と
節
分
追
儺
法
要

を
厳
修
。

　
法
要
後
は
祖
師
堂
前
に
て
境

内
一
杯
の
参
詣
者
に
豆
撒
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
館
内
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
石
原
詢
子
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
大
盛
況
の
中
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
12
月
５
〜
８
日
の
４
泊
５
日

で
、
平
成
28
年
度
第
３
回
僧
道

林
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
別
當
を
林
長
と
し
、
遠

藤
龍
潤
主
任
を
は
じ
め
、
７
名

の
教
職
員
指
導
の
も
と
、
11
名

の
林
生
が
僧
道
生
活
を
過
ご
さ

れ
、
教
師
と
し
て
の
基
本
姿
勢

の
実
践
修
行
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

QRコード

　
平
成
29
年
も
始
ま
り
、正
月
・

節
分
と
大
き
な
行
事
を
終
え
、

４
月
27
日
の
開
宗
会
並

本
院
落

慶
奉
告
式
の
準
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
立
春
を
過
ぎ
た
と
は
言
え
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
ど
う
か
お
身

体
を
御
自
愛
下
さ
い
ま
す
様
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
三
体
の
１
つ
。
当

山
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
虚
空
蔵
菩
薩
の
お
守
り

で
す
。
智
慧
福
徳
を
増
進

す
る
様
、
祈
願
し
た
お
守

り
で
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
信

仰
さ
れ
る
方
、
守
り
本
尊

と
な
る
丑
・
寅
年
生
ま
れ

の
方
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
当
山
で
生
息
す
る
天
然

記
念
物
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

お
守
り
で
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
忘

れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
気

持
ち
な
ど
を
、
蘇
ら
せ
て

頂
け
る
様
、
祈
願
し
た
お

守
り
で
す
。

お
守
り
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
元
旦
よ
り
、
一
部
の
お
守
り
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
変
更
し
た
お
守
り
を
、
紙
面
を
も
っ
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

虚
空
蔵
菩
薩
様
お
守
り

蘇
（
よ
み
が
え
）
り
守
り

第
３
回

　 

僧  

道  

林

平
成
28
年
度

節
分
会

節
分
会

お練り行列の様子お練り行列の様子

来賓・特別歳男・歳女による豆まきの様子来賓・特別歳男・歳女による豆まきの様子石原詢子さんによる歌謡ショー石原詢子さんによる歌謡ショー


